
十
六
銀
が
橋
渡
し

支
援
企
業
と
業
務
協
力

十
六
銀
行
は
、
海
外
展
開
す
る
中

小
企
業
と
日
本
企
業

へ
の
就
職
を
希

望
す
る
外
国
人
留
学
生
を
橋
渡
し
す

る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。
海
外
展
開

で
欠
か
せ
な
い
優
秀
な
人
材
を
確
保

す
る
機
会
を
中
小
企
業
に
提
供
す

る
。
１８
日
に
は
名
古
屋
市
内
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
き
、
企
業
と
留
学
生
が
交

流
す
る
機
会
を
つ
く

っ
た
。

海
外
展
開
す
る
企
業
に

と
っ
て
、
憲
学
力
に
一秀
で

た
り
異
文
化
に
対
応
で
き

る
低
覆

人
材
確
保
は
重

要
な
課
題
で
、
日
本
で
学

ぷ
外
国
人
留
学
生
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

留
学
生
と
中
小
企
業
の
マ

ッ
チ
ン
グ
機
会
は
限
定
き

れ
て
い
た
り
ヽ
留
学
生
も

日
本
の
中
小
企
葉
に
対
す

る
知
歳
が
少
な
い
こ
と
な

ど
が
壁
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
同
行
は
日
学
生

の
競
職
差
霊
・研
修
を
行

う
Ｋ

ｏ
ｉ

ｓ
ｅ
ｉ

（
名
古

屋
市
西
区
、
張
敬
清
社
長
）

と
業
務
協
力
の
覚
書
を
締

結
。
同
行
は
人
材
を
求
め

る
取
引
先
企
業
に
同
社
を

紹
介
す
る
。

同
社
は
中
部
地
区
の
大

学
で
留
学
生
向
け
就
職
支

霞
講
座
や
、
日
本
企
業
に

就
職
し
た
留
学
生
力
爺
一象

と
し
た
研
修
を
企
画
す
る

な
ど
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
。提
援
に
よ
り
、同
社

は
留
学
生
の
採
用
に
関
す

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や

採
用
後
の
研
修
サ
ー
ビ
ス

を
企
業
側
に
提
供
す
る
。

企
業
側
に
と

っ
て
は
、

現
地
で

新
卒
の
留
学
生
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
自
社
の
企
業

理
念
を
習
得
し
て
も
ら
っ

た
り
、
国
際
化
に
対
応
し

た
企
業
体
賓
に
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
企
業
の

海
外
進
出
を
人
材
面
で
サ

ボ
ー
ト
す
る
同
様
の
取
り

組
み
は
全
国
の
銀
行
で
も

珍
し
い
と
い
う
。

岐
阜
、
理
知
県
で
学
ぷ

外
国
人
留
学
生
は
約
７
千

人
。
日
本
企
業
に
就
職
を

希
望
す
る
留
学
生
は
約
６

割
と
さ
れ
て
い
る
。

中
国

・
江
西
省
出
身
で

自
身
も
留
学
生
だ

っ
た
張

社
長
は

「留
学
生
を
活
用

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
本

格
化
し
て
い
る
。
日
本
企

奏
が
グ
ロ
ー
パ
ル
化
し
て

い
く
大
事
な
時
期
で
親
評

派
の
目
学
生
は
海
外
と
の

猿
け
橋
に
な
る
」
と
話
す
。
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十
六
銀
行
が
１８
日
に
名
古
屋

市
内
で
開
い
た
セ
ミ
ナ
ー
に
は

蟹
阜
、
ま
命
の

本
字
で
学
ぷ
中

国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
目
学
生

約
卸
人
と
、
約
卸
社
の
担
当
者

約
卸
人
が
参
加
し
た
。

中
国
出
身
で
名
古
屋
大
学
大

学
院
で
学
ぷ
女
性
（
２
）
は

「日

本
が
好
き
た
し
、
こ
の
ま
ま
帰

っ
て
も
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い
」

と
日
本
企
業
へ
の
就
職
に
挑
戦

し
て
い
る
と
い
つ
。

中
小
企
業
だ
け
で
な
く
上
場

企
業
も
参
加
。
業
寝
も
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
や
小
売
業
な
ど

多
破
に
わ
た
り
、
関
心
の
高
さ

を
う
か
が
わ
せ
た
。

県
内
金
英
も
多
く
、
あ
る
枝

阜
市
の
企
業
担
当
者
は

「
工
場

勧
務
の
ヮ
ー
カ
ー
で
は
な
く
督

理
が
で
き
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
欲

し
い
。
海
外
進
出
は
ま
だ
具
体

化
し
て
い
な
い
が
、
将
来
を
見

醤
え
て
人
材
を
探
し
て
い
る
」

と
話
し
た
。
別
の
企
業
担
当
者

は

尋
種
面

で
基
目

な
人
も

多
い
一
日
本
人
の
学
生
よ
り
優

秀
か
も
し
れ
な
い
」
と
語
っ
た
“

外
国
人
留
学
生
が

中
小
企
業
工
生
四
談

■
六
銀
、採
用
後
押
し

士
盆
行

（墜
曇
∪

は
十
八
日
、
名
古
屋
市
内

で
、
外
国
人
留
学
生
の
採

用
を
後
押
し
す
る
海
外
事

業
支
援
フ
，
―
ラ
ム
を
開

催
、
約
三
十
社
の
担
当
者

欝

宙

天
留
筈

讐

干
五

人
が
交
流
し
た
。

車寄
空
子
栗
の
拡
本
を
目

指
す
中
小
企
業
に
、
グ
ロ

ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人

材
を
紹
介
す
る
狙
い
。
名

古
屋
大
な
ど
で
学
ぷ
中

国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
モ
ン
ゴ

ル
、
ト
ル
コ
か
ら
の
留
学

生
が
ヽ
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー

ツ
姿
で
企
業
工この
面
談
に

の
ぞ
ん
だ
。

参
加
し
た
名
糖
産
業

（名
菖
霊
∪

の
担
当
者

は

「中
国
向
け
ビ
ジ
ネ
ス

を
大
き
く
す
る
に
は
、
語

学
や
現
地
事
情
に
た
け
た

本
密
が
必
要
で
、
採
用
を

検
討
し
て
い
る
」
と
話
し

て
い
た
。

名古屋で留学生セミナー

,3.1019ャ ロ莉門


